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第 1学年道徳学習指導案 

 

              授業者 岡田 豊基 

 

１ 日 時  平成３０年２月５日（木） ５校時  

 

２ 学 級  １年３組 ３０名 

 

３ 主 題  希望と勇気、克己と強い意志 １－２（Ａ－４） 

 

４ 資 料  『楽しいことをやり続けることで夢がかなう』（出典：心かがやく） 

 

５ ねらい  夢をかなえるために一番大切なことは何かを考えさせる 

 

６ 指導にあたって 

 

(1) 生徒観  

本学級の生徒は明るく元気である。授業中もよく発表をする生徒が多い。しかし深

く考えた発言ができる生徒は尐なく、思いつきで話をしてしまう生徒が多い。また、

自己主張の強い生徒も多く、自分が当てられないと、次は発表したくないといった、

精神的に成熟できていない生徒もいる。その反面、なかなか自分の意見が言えない生

徒もいる。これまでの授業で、考える時間を作ることや、尐人数グループの中で気軽

に意見を交換できるようなことを心がけてきた。その中で尐しずつだが誰もが発言を

できる雰囲気を作れるようになってきた。 

 

(2) 教材観  

   兵庫県出身のパラリンピック銀メダリストの円尾智彦さんの生き方を通して、夢に

ついて考えさせる教材である。事故による挫折からの立ち直りや、様々な人との出会

いからの新たな目標への取り組みなど作者の心の変化を感じる事ができる。また自身

の成功体験から夢をかなえるために大切なことは、楽しいと思える事をやり続けるこ

とだと訴えかける教材である。 

 

(3) 指導観  

    夢とは何かということや、それをかなえるために最も大切なことは何かというこ

とを訴えかけていきたい。まず自分自身も夢（目標）を考えさせ、それを達成する

ためにすべきことを考えさせる。そして、円尾さんの考えと自分の考えを比較させ

ることで、違いや共通点に気づかせたい。そしてさらに目標を達成するためにどの

ようなことをしていけばいいかを深く考えさせていきたい。 

 

 

７ 準備物   心かがやく（Ｐ９２～） ワークシート 写真 
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８ 展開 

 学習活動 指導上の留意点 

 

 

 

導 

 

 

 

入 

 

１ 自分の夢や目標を考え発表する 

あなたの夢（目標）は何ですか。 

予想される回答  

（教師 保育士 スポーツ選手 

etc） 

 

 

２ その夢を達成するために必要なことを考え

発表する 

夢をかなえるために大切なことはなんだと思い

ますか 

  予想される回答 

  （勉強 あきらめない 我慢 etc） 

・２学期末に私たちの進路を使い進路学習を

したことを思い出させる。また文化祭にお

いて職業調べを行ったことも押さえてお

く。 

 

 

・できるだけ多くの生徒に発表させる。時間

をあまりかけさせないようにこちらから

どんどん指名していく 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

３ 心かがやくＰ９２～９３を読む 

４ ワークシートに沿って本文の内容を整理し

ていく 

① 主人公は誰ですか 

② もともと何に力を入れていましたか 

③ 大学１年生で起こったできごとは何で

すか 

④ その時の円尾さんの気持ちを答えなさ

い 

⑤ 円尾さんの気持ちを変える出来事を答

えなさい 

⑥ 円尾さんが新たに始めたことは何です

か 

⑦ そこでの成績を答えなさい 

⑧ 次に円尾さんが挑戦したことを答えな

さい 

⑨ その成績を答えなさい 

夢をかなえるために大切なことは何だと考えて

いますか 

 

５ 作者が言う楽しいこととは何かということ

を考える（班で交流しながら考える） 

・教師が範読する。 

・本文に従ってワークシートをまとめさせ

る。 

 

 

 

 

 

・最後の質問の答えは、この文章のタイトル

にもなっているので、その意味についてさら

に深めるように、次の展開に進んでいく。 

 

 

・部活や勉強をしていく中で自分が楽しかっ

たことは何かを考えさせる。 

・途中で夢が変わってもよいことや、主人公

の言ったことだけが正しいのではないこと

を押さえておく 
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６ 班で交流したことを代表が全体に発表する 

  予想される回答 

（みんなでやること 自分からやっていくこと 

達成感があること せいかがあらわれること 

しんどくてもあきらめないこと etc） 

 

ま

と

め 

 

７ 本時の振り返りをワークシートに記入する 

 

 

８ 自分の考えを発表する 

・自分の考えと、この作者の考えを比較しな

がら感想を書くように指導していく。 

 

・自分の夢を達成するために（見つけるため

に）これからどのように、何に取り組んでい

くべきなのかを考えさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作者は楽しいことを続けることが夢をかな

えることになると言っているが、楽しいこと

とはいったいどんなことですか 
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道徳ワークシート   「楽しいことをやり続けることで夢がかなう」 
1 年（  ）組（  ）番 氏名（              ） 

 

１ あなたの夢は何ですか 

 

 

 

２ 夢をかなえるために大切なことは何だと思いますか 

 

 

 

 

３ 物語のあらすじをまとめていこう 

① 主人公の名前「         」 

② もともとは何に力を入れていた人？「                」 

③ 大学１年生で自分に起こったこと「        →        」 

④ その時の円尾さんの気持ち「                   」 

⑤ 気持ちを変える出来事  「           →           」 

⑥ 新たに始めたこと    「                   」 

⑦ そこでの成績      「                   」 

⑧ 次に挑戦したこと    「                   」 

⑨ その成績        「                   」 

 

 

４ 夢をかなえるためには『                  』大切だ 

             

５ 円尾さんにとって楽しいこととはどんなことだったのだろう 

 

 

 

 

 

６ 今日の授業を振り返りながら、自分の考えと作者の考えを比較して感想を書きなさい。 
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第２学年道徳学習指導案 

授業者 村井 隆宏 

 

１ 日 時  平成３０年２月５日（月） ５校時  

 

２ 学 級  ２年２組 ３２名 

 

３ 主 題  希望と勇気・強い意志 １－２（Ａ－４） 

 

４ 資 料  『戦場の県知事 島田叡さん』（出典：心かがやく） 

 

５ ねらい  戦前最後の沖縄県知事である島田叡さんの生き方を知り、リーダーとして 

            在るべき姿や価値のある生き方について考える。 

 

６ 指導にあたって 

(1) 生徒観 

本学級は落ち着いた雰囲気で学習に取り組み、教師の話を聞ける生徒が多くいる

が、挙手などをして進んで発表するという積極性には欠ける面がある。個人の意見や

思いを持っている生徒が多いため、感想文など個人での取り組みでは個性的な面を

見ることができる。 

 

(2) 教材観 

本教材は、戦前最後の沖縄県知事となった島田叡について書かれた文章である。

太平洋戦争末期、沖縄は戦場になることが必至の状況で、島田さんは沖縄県知事と

しての辞令を受けた。ほかの官僚たちがその辞令を断る中で島田さんは快諾して沖

縄に赴き、戦場の県知事として出来うる仕事を最大限努力して取り組んだ。その姿

が沖縄県民の心を動かし、戦後異例の早さで「島守の塔」という慰霊碑が建てられ

ることとなった。このことから、どのような生き方が人の心を揺さぶり、人として

価値のある生き方なのか考えられる教材である。 

 

(3) 指導観 

戦況の悪化する沖縄県の知事として辞令を受け、断ることもせずその職務を全う

した島田さんの生き方から、自分に任された役割を果たす責任感について考えさせ

たい。自分のやるべき事をやりきることで周囲の人の心を動かすことができること

や尽力する人の頑張りを認められる道徳的心情を伸ばしたい。これらの学習を通し

て、自分たちの実際の生活を見直し、人として価値のある生き方とは何か考え深め

る機会としたい。 

 

７ 準備物  ワークシート、写真 
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８ 展 開 

段階 学習活動 指導上の留意点 

導
入 

○本時の学習内容確認をする 

○本文を読む 

 

 

 ・「戦争の時の知事」 

 ・「沖縄県のこと」 など 

 

「価値のある生き方とはどんな生き方か考えを深め

る」 

○教師が範読する 

 

 

○「沖縄」、「大阪から来た」、「神戸(兵庫)出身」、「官

選の知事」ということを押さえる。 

○テンポよく質問し、学習内容について興味関心を

高める。 

展
開 

 

 

 

・「島を守る」 

・「島の偉大な人」 

など 

 

 

 

 

 

・「島田さんにとても感謝している」 

・「悲しくてしようがない」 

・「島田知事のことを忘れないために」 

など 

 

○資料を読み取りながら、島田さんの行動は

沖縄県の人たちにとってどう見えたのか、考

える 

 

 

○班でグループを作り、相談する。 

  

・「自分を犠牲にできる」 

・「自分のことより、みんな(住民)のことを優先

できる」 

・「先頭に立って、行動できる」 

など 

 

 

 

※黒板に島守の塔の写真を貼る 

○なぜ「島田叡の慰霊碑」という名ではないのか問い

ながら、言葉の意味を考えさせる。 

・島の守る人 

・島の番人 

・島の住人 

 

 

○沖縄県民の行動から、島田知事へ対する思いに

ついて考えさせる 

 

※資料の読み取り 

○島田知事の言動や行動について整理し、沖縄に

対してどんな利益をもたらしたか確認する。 

・「正確な情報を知れた」、「知事を断ることができた」

という二つの立場について押さえておく 

 

 

※班隊形にさせる 

○人として値打ちのある生き方を知り、リーダーとして

の在り方を考えさせる。 

 

 

○班でまとまったら、クラス全体で発表させる 

ま
と
め 

○授業の感想を書く。 

  

○どんな生き方が理想かを考えさせる。 

○修学旅行で行く沖縄には、兵庫県とも深い関わり

があり、深く学習した上で行くことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

◎「戦場の県知事 島田叡」とはどんな人だろう。 

◎心かがやく P.11の写真を見て、「島守」という言葉の意味を考えよう。 

 

◎沖縄の人たちは終戦後、なぜ異例の早さでこの塔を建立したのだろう。 

◎後世の人々から「忘れてはいけない人」と言われる人とは、どんな人だろう。 
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なぜ、 

「島田叡慰霊碑」 

ではないのか…？ 

戦場の県知事 島田叡さん 

２年  組  番 氏名（            ）    

 

１．「島守」という言葉の意味を考えよう。 

 

 

 

 

 

 

２．なぜ沖縄の人たちは、戦後異例の早さでこの塔を建立したのだろう。 

自分の言葉で考えて書いてみましょう。 

 

  

 

 

 

 

⇒島田さんの行動とは… 

1945年１月 ①(         の     )が下った。 

   「俺は死にたくないから、だれか替わりに行って、②(   ）、とはい

えない。」 

4月 1日米軍上陸作戦 

 「住民を置いて、③(         )退避することはできません

よ。」 

◎『沖縄県後方支援挺身隊』を結成 

・④(       )の調達 

・⑤(       )の指導 

・⑥(       ）伝達。 

・住民の先頭に立って⑦(     、     )。 

「もはやこれまでです。今後の行動は自由です。どうぞ⑧(  )を長らえて

ください。」 

6月 14日 戦死 その詳細は分かっておらず、遺骨も見つかっていない 

 

３．後世の人々から「忘れてはいけない人」と言われる人とは、どんな人だろ

う。 

 

 ①自分で考えた事             ②班で話し合って気づいた事 
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◎この授業を通して、「心に感じたこと」、「自分自身の経験や生活と

つながること」、「人としての価値はどこで決まるか」、「どんな生き

方が理想なのか」など、考えたことを感想として書きましょう。 
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教
材

名
(出

典
)

5

①
生

き
方

を
自

覚
し

た
の

は
誰

か
(主

人
公

)
島
田
叡

予
想

さ
れ

る
児

童
生

徒
の

反
応

(答
)

②
生

き
方

を
自

覚
す

る
こ

と
に

な
っ

た
出

来
事

は
な

に
か

戦
況
の
芳
し
く
な
い
沖
縄
県
へ
、
知
事
へ
の
辞
令
を
受
け
た
事

③
生

き
方

を
自

覚
す

る
の

は
ど

こ
か

「
俺
は
死
に
た
く
な
い
か
ら
、
だ
れ
か
替
わ
り
に
行
っ
て
、
死
ね
、
と
は
い
え
な
い
」

教
材
分
析
シ
ー
ト
　
主
人
公
が
道
徳
的
価
値
の
自
覚
を
す
る
場
合

1
教

材
を

読
む

(骨
格

を
つ

か
む

)

「
島
守
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

を
、
考
え
よ
う
。

希
望

と
勇

気
、

克
己

と
強

い
意

志
  

 １
－

２
（
Ａ

－
４

）
　

中
心

発
問

中
心

発
問

に
対

す
る

予
想

さ
れ

る
生

徒
の

反
応

(答
え

)

＜
構

図
＞

「
後
世
の
人
か
ら
「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
人
」
と
言
わ
れ
る
人
と
は
、
ど
ん
な
人

だ
ろ
う
。
」

自
分
の
都
合
を
後
回
し
に
し
て
で
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
こ

と
。

社
会
全
体
の
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
た
人
。

強
い
責
任
感
を
持
っ
て
、
役
割
を
果
た
せ
る
人
。

世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
尽
く
せ
る
人

自
分
の
命
を
省
み
な
い

※
「
自
己
犠
牲
は
良
い
＝
特
攻
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
を
肯
定
し
な
い
よ
う
に
留

意
す
る

場
面

6

・
「
島
を
守
る
」

・
「
島
の
偉
大
な
人
」

中
心

発
問

以
外

の
場

面
の

発
問

（
場

面
の

数
は

教
材

に
よ

る
）

主
題

・
内

容
項

目

2 3 4

戦
場
の
県
知
事
　
島
田
叡
さ
ん
(
心
か
が
や
く
)

本
時

で
考

え
る

道
徳

的
価

値
(＊

上
記

「
７

」
の

(Ｂ
)の

理
解

)

・
「
島
田
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

・
「
悲
し
く
て
し
よ
う
が
な
い
」

・
「
島
田
知
事
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
」
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を

育
て

る

※
書

き
方

(Ａ
)：

教
材

の
活

用
を

簡
潔

に
す

る
。

（
主

人
公

が
道

徳
的

に
変

化
す

る
場

合
は

、
「
出

来
事

(助
言

)」
の

部
分

を
抜

き
出

し
て

表
記

す
る

。
）

(Ｂ
)：

内
容

項
目

か
ら

適
切

に
抜

き
出

す
。

(Ｃ
)：

道
徳

性
の

要
素

(道
徳

的
判

断
力

、
道

徳
的

心
情

、
道

徳
的

実
践

意
欲

と
態

度
)を

入
れ

る
。

沖
縄
の
人
た
ち
は
終
戦
後
、
な

ぜ
異
例
の
早
さ
で
こ
の
塔
を
建

立
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
内
務
官
僚
と
し
て
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
き
た
島
田
叡
は
、
戦
況
の
悪
化
す
る

沖
縄
に
県
知
事
と
し
て
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任
す
る
こ
と
を
快
諾
し
、
そ
の
仕
事
に
全
力
を
尽
く
し
た
。

自
分
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与
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ら
れ
た
仕
事
に
責
任
感
を
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ち
、
自
分
の
利
益
や
都
合
を
度
外
視
し
て
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沖
縄
県
民
の
た
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に
で
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る
最
大
限
の
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っ
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こ
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で
、
後
世
に
語
り
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れ

る
人
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と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
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そ
の
生
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方
を
通
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て
克
己
心
に
つ
い
て
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え
、
自
分
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こ
と
に
対
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取
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れ
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こ
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る
。

(Ａ
)
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た
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)
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意
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動

(Ｃ
)
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。
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言
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た
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知
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た

・
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こ
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況
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ど
る
、

沖
縄
県
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事
へ
の
辞
令

(官
選

)

「
俺
は
死
に
た
く
な
い

か
ら
、
だ
れ
か
に
替
わ

り
に
行
っ
て
、
死
ね
、

と
は
い
え
な
い
」

・
食
糧
調
達
や
情
報
伝
達

・
疎
開
に
尽
力

「
住
民
を
置
い
て
、
自
分
た

ち
だ
け
が
退
避
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
よ
」

「
沖
縄
県
後
方
支
援
挺
身

隊
」
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第３学年道徳学習指導案 

授業者 足立 恵五郎 

 

１ 日 時  平成３０年２月５日（月） ５校時  

 

２ 学 級  ３年２組 ３５名 

 

３ 主 題  真理の探究、創造 １－４（Ａ－５） 

 

４ 資 料  地図をもたない旅人－湯川秀樹－（出典：心かがやく） 

 

５ ねらい  真理を愛し、わからないことを謙虚に受け止め探究しようとする道徳的心 

       情を育てる。 

 

６ 指導にあたって 

(1) 生徒観 

   本学級の生徒は、明るく授業中の発表などにも積極的であるが、発表者が一部に限 

られてしまうということがある。とりわけ、正解のない問題に対して自分の意見を持 

つことに苦手意識を感じている生徒は尐なくない。そのことは、道徳の授業や感想に 

も見られ、二年時から課題克服に向け、自分の考えを安心して発言できる集団作りに 

努めてきた。そのため、小グループでの話し合い活動などの場において、実生活と結 

びつけて率直な意見や考えを持つことや、それらを周囲に伝えることができる生徒が 

増えつつある。 

 

(2) 教材観 

   この資料は、理論物理学の研究において成果を挙げ、日本人として初めてノーベル 

賞を受賞した湯川秀樹の生き方を題材にしている。日本人には不可能であると言われ 

る中、湯川秀樹はほとんど独学で研究をすすめ、逆境にあっても未知へのあこがれを 

捨てることはなかった。何度も壁にぶつかり、苦悩しながら、わからないことをわか 

ろうと探究を続けた湯川秀樹の生き方を通して、真理を愛し、わからないことを謙虚 

に受け止めて探究しようとすることの大切さを感じ取ることができる教材である。 

 

(3) 指導観 

   湯川秀樹の生い立ちや人柄、妻とのやりとり、当時の物理学界の状況などに触れな 

がら、湯川秀樹の探究者としての姿勢を一つの理想の姿として感じ取らせたい。真理 

を愛し、わからないことを謙虚に受け止める道徳的心情はもとより、自分たちの実際 

の生活を見つめ直し、どうすれば理想の自分に近づくことができるのか、生徒一人ひ 

とりが率直に考え、言葉にして周囲に伝えられる機会としたい。 

 

７ 準備物  ワークシート、写真 
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８ 展 開 

 学習活動 指導上の留意点 

 

 

導 

 

入 

 

１ 今日の資料に興味を持つ。 

この人は誰でしょうか。 

 

２ 日本人初のノーベル賞受賞者である湯川秀樹の 

  人物像や生き方について考えることを知る。 

 

 

・写真を提示する。 

・めあてを確認する。 

 

・ノーベル賞について簡単に触れる。 

・湯川秀樹の生い立ちについても簡単に

触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 資料「地図をもたない旅人」を読む。 

    

４ 湯川秀樹の人物像をとらえる。 

湯川秀樹とは、どんな人物だったのだろう。 

・数学が好き  ・賢い 

   ・まじめ    ・研究熱心 

・負けず嫌い   ・あきらめない    など 

 

 

 

５ 湯川秀樹はなぜノーベル賞を受賞することができた

のか考える。 

妻の言葉に答えた通り、湯川秀樹がノーベル

賞を受賞することができたのはなぜだろう？ 

  ・理論物理学に対する情熱を逆境にも負けず燃や 

し続けたから。 

・たとえ認めてもらえなくても、もっと凄いもの 

を書いてやろうと自分を鼓舞することができた 

から。 

・未知へのあこがれの気持ちを持ち続け、自分を 

信じてあきらめなかったから。 

 

未知のものに対したとき、今の自分はどうし

ているか、考えてみよう。 

・すぐにあきらめてしまう。 

  ・なんとかしようと試みるがうまくいかず結局は 

   あきらめる。 

  ・どうしても必要なときは頑張るが、あまりすす 

んで理解しようとはしていない。 

  ・分かるまであきらめずに問題に取り組もうとし 

ている。 

・教師が範読する。 

 

・個人で考えさせる。 

・研究者としての素地がもともと備わっ

ていたことをおさえる。 

・本文を読み進めながら、適宜、加筆す

るよう促す。 

・「未知への探究心」を最後に特筆すべ

き点として書かせる。 

 

・個人で考えさせる。 

・グループで意見を出し合い考えさせ

る。 

・他者の意見を青で記入させる。 

・全体で交流をおこなう。 

・他グループの意見をワークシートに赤

で記入させる。 

・未知のことを解決することに心を揺さ

ぶられる姿から「わからないことをわ

かろう」という意識が強くあることを

おさえる。 

 

 

・個人で考えさせる。 

・率直に書くよううながす。 

 

・理想（湯川秀樹）と現実（自分）のあ

いだにどのような違いがあるのかを

見つめさせる。 

 

・グループを解体する。 
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ま

と

め 

 

 

 

６ 今日の授業を振り返りながら自分の考えを書く。 

「未知の世界を探求する人々は、地図をもた

ない旅人である」という言葉で、彼は私たち

にどんなことを語りかけようとしたのだろ

う？感想を交えて書いてみよう。 

  ・真理を追究することにゴールはないのだよ。 

  ・わからないことを悩み続けることが大切なの 

だよ。 

  ・なぜと問い続けることが楽しいことなのだよ。 

 

・湯川秀樹のメッセージとして文章化

させたのちに、感想を書くよう指示

する。（文体を指定する） 

・数人に発表させる。 

・湯川秀樹の生き方から、「真理を追

い求めることは、わからない苦悩の

連続であり、わからないことを謙虚

に受け止めて探求し続けること」が

大切であることをつかませる。 
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「地図をもたない旅人」～ 湯川秀樹 ～ 

３年  組   番 氏名（            ） 

 

 ① 湯川秀樹とは、どんな人物だったのだろう？ 

思いつくままに挙げてみよう（黒） 特筆すべきは（赤） 

 

 ② 妻の言葉に答えた通り、湯川秀樹がノーベル賞を受賞することができたのはなぜ 

   だろう？ 

自分で考えたこと（黒） 

グループで出た意見（青） 他グループから出た意見（赤） 

今の自分はどうしているか（黒） 

 

 ③「未知の世界を探求する人々は、地図をもたない旅人である」という言葉で、彼は 

私達にどんなことを語りかけようとしたのだろう？ 感想とともに書いてみよう。 

   

湯川秀樹から受け取ったメッセージ（黒） 

自分の感想（黒） 
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(Ｂ
)：

内
容

項
目

か
ら

適
切

に
抜

き
出

す
。

(Ｃ
)：

道
徳

性
の

要
素

(道
徳

的
判

断
力

、
道

徳
的

心
情

、
道

徳
的

実
践

意
欲

と
態

度
)を

入
れ

る
。

「
未

知
の

世
界

を
探

究
す

る
人

々
は

、
地

図
を

も
た

な
い

旅
人

で
あ

る
」

と
い

う
言

葉
で

、
彼

は
私

た
ち

に
ど

ん
な

こ
と

を
語

り
か

け
よ

う
と

し
た

の
だ

ろ
う

？
感

想
を

交
え

て
書

い
て

み
よ

う
。

未
知

の
も

の
、

分
か

ら
な

い
も

の
に

対
す

る
謙

虚
で

あ
き

ら
め

な
い

心
を

持
つ

こ
と

こ
 そ

理
想

を
実

現
す

る
た

め
に

は
欠

か
せ

な
い

も
の

で
あ

り
、

大
切

で
あ

る
と

い
う

こ
と

。

中
心

発
問

中
心

発
問

に
対

す
る

予
想

さ
れ

る
生

徒
の

反
応

(答
え

)

＜
構

図
＞

　
　

妻
の

言
葉

に
答

え
た

通
り

、
湯

川
秀

樹
が

ノ
ー

ベ
ル

賞
を

受
賞

す
る

こ
と

が
で

き
  

  
た

の
は

な
ぜ

だ
ろ

う
？

　
　

　
・
理

論
物

理
学

に
対

す
る

情
熱

を
逆

境
に

も
負

け
ず

燃
や

し
続

け
た

か
ら

。

　
　

　
・
た

と
え

認
め

て
も

ら
え

な
く
て

も
、

も
っ

と
凄

い
も

の
を

書
い

て
や

ろ
う

と
自

　
　

　
　

分
を

鼓
舞

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
ら

。

　
　

　
・
未

知
へ

の
あ

こ
が

れ
の

気
持

ち
を

持
ち

続
け

、
自

分
を

信
じ

て
あ

き
ら

め
　

　
　

　
な

か
っ

た
か

ら
。

教
材
分
析
シ
ー
ト
　
主
人
公
が
道
徳
的
価
値
の
自
覚
を
す
る
場
合

1
教

材
を

読
む

(骨
格

を
つ

か
む

)
未

知
の

も
の

に
対

し
た

と
き

、
今

の
自

分
は

ど
う

し
て

い
る

か
、

考
え

て
み

よ
う

。

真
理

の
探

究
、

創
造

　
１

－
４

 （
Ａ

－
５

）

場
面

6

　
　

す
ぐ

に
あ

き
ら

め
て

し
ま

う
。

　
　

な
ん

と
か

し
よ

う
と

試
み

る
が

う
ま

く
い

か
ず

結
局

は
あ

き
ら

め
る

。
　

　
ど

う
し

て
も

必
要

な
と

き
は

頑
張

る
が

、
あ

ま
り

す
す

ん
で

理
解

し
　

　
　

よ
う

と
は

し
て

い
な

い
。

　
　

分
か

る
ま

で
あ

き
ら

め
ず

に
問

題
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

中
心

発
問

以
外

の
場

面
の

発
問

（
場

面
の

数
は

教
材

に
よ

る
）

主
題

・
内

容
項

目

2

(Ａ
)

逆
境

の
中

に
あ

っ
て

も
、

未
知

へ
の

あ
こ

が
れ

を

捨
て

ず
、

探
究

す
る

こ
と

を
や

め
な

か
っ

た
。

(Ｂ
)

理
想

を
実

現

(Ｃ
)

道
徳

的
心

情

補
助

発
問
(道

徳
的

価
値

を
さ

ら
に

深
く
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
問

を
準

備
す

る
)

未
知

の
も

の
に

対
し

た
と

き
、

今
の

自
分

は
ど

う
し

て
い

る
か

、
考

え
て

み
よ

う
。

b
e
fo
re

af
te
r

自
覚

出
来

事

(助
言
)

理
論

物
理

学
の

研

究
者

妻 の 言 葉
誰

も
が

解
け

な
い

難
問

に
挑

戦
す

る

未
知

の
探

究
者

「
ノ

ー
ベ

ル
賞

は
日

本
人

に

は
い

た
だ

け
な

い
も

の
だ

と

聞
き

ま
し

た
。

」

「
い

や
、

ど
こ

の
国

の
人

だ
っ

て
も

ら
え

る
。

」
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